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校長 村井 浩昭  

  

コロナ禍の状況下で規模の縮小を余儀なくされましたが、この４月に新入生１１６名を迎え入れ、

無事入学式を挙行することができました。少子化の影響で生徒数減少を心配しておりましたが、新入

生が例年よりも多く本校を志望してくれたおかげで、昨年度よりも全校生徒数が１６名増加し、令和

４年度は全校生徒３１８名、４年ぶりに各学年４クラス、全校で１２クラスでのスタートとなりまし

た。教職員数は現在６１名で、総勢３７９名で学校生活を送っております。生徒たちの青春を謳歌す

る息吹とコロナ終息に期待する気持ちを受けて、校庭の樹々の緑をわさわさと揺らしているように感

じます。 

ＰＴＡ会員の皆様には、日頃から本校の教育活動推進に多大な御理解と御協力及び深い御支援を賜

り、心から感謝申し上げます。また、４月８日に行われましたＰＴＡ総会におきまして、すべての議

案について御承認をいただき、令和４年度ＰＴＡ活動が第一学期の始業とともに正式に始まりました

こと、お喜び申し上げます。森山しげる新会長を中心に新体制が発足したわけですが、今年度こそは

コロナ禍で停滞した活動が少しずつよい状況に戻り、正常な活動ができますことを願います。また、

前会長髙山久詞様はじめ旧役員の皆様におかれましては、多方面で御尽力いただき、たいへんお世話

になりました。厚くお礼申し上げます。 

今年度は、新制服が導入され、性別に関係なくスラックスも選択できるようになりました。４月か

らお目見えしたブレザーとチェック柄のボトムスとのセットアップや夏用のマリンブルーとネイビー

のポロシャツは周囲に爽やかな印象を与え、好評を博しています。第７６回愛媛県高等学校総合体育

大会には地区予選を勝ち抜いた総勢８８名が出場し、四国大会には弓道部、陸上競技部、水泳競技の

３名が出場しました。集会や学校行事は、オンラインでの実施も多いのですが、防災退避訓練や交通

安全講話、非行防止教室など対面での行事も増えています。ものづくりコンテスト木材加工部門では、

愛媛県大会、四国大会ともに、一位二位を独占し、二人ともが全国大会への出場権を獲得しました。

令和元年度以来止まっていた本館に掲げている全国大会への出場を称える看板が追加されることにな

りました。未来に向けてのステップアップが始まっている感覚を覚えます。 

さて、本校では、今年度の重点努力目標を「情理を尽くし、自ら考え、行動する生徒を育成する～

精神
こ こ ろ

を修め、知と技を練る吉田高校～」と定めました。「精神
こ こ ろ

を修め、知と技を練る吉田高校」は、校

歌の二番の歌詞に由来するもので何年も前から本校の校是として掲げられております。私の教育理念

に「情理一体の教育」という考えがあります。人には、情的感受性と理的感受性があります。情的感

受というのは、感情や情緒といった心の部分が揺さぶられることで、理的感受は、整理や理屈といっ

た筋道を立てて考える部分いわゆる知的好奇心が揺さぶられることです。すなわち、精神
こ こ ろ

を修め＝情

的感受、知と技を練る＝理的感受と考えることができ、「情理を尽くす」という表現に至りました。こ

れは、当事者、相手の気持ちを汲み取りながら同時に道理にかなうようにするという意味です。お互

いを尊重し、慮りながら、主体的に学習に取り組み、進路実現につなげていくという意味の重点努力

目標となっています。 

また、生徒は、社会状況や環境のめまぐるしい変化の中、将来直面する答えのない問題の解決に向

けて対応できる資質・能力を身に付けなければなりません。そこで、今年度から、育みたい資質・能

力として、思考力・創造力・社会性・主体性・規範意識・人権意識を掲げました。「育む」ということ

は、その資質・能力に広がりを持たせるということです。生徒の潜在能力を授業、学校行事、部活動

などあらゆる場面で引き出し、将来に向かう足掛かりにしてほしいと考えています。 

私たち教職員は、生徒が３年間という時間をかけて経験を積み、学び得た力を将来どのように活用

していくかを考え、未来へつながる生きる力を育むことができるよう、指導・支援に努めてまいりま

す。ＰＴＡ会員の皆様と連携を密にして、抱く思いを共有し、生徒とともに学ぶという姿勢で取り組

んでまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 


